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岐阜県

岐阜県

富山県

飛騨市

高山市

白川村

飛騨清見JCT

１．事業概要
（１）事業目的

国 道 ４ １ 号 高 山 国 府 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図

■一般国道４１号は、愛知県名古屋市を起点とし、富山県富山市に至る延長約２５０kmの主要幹線道路です。

■一般国道４１号高山国府バイパスは、岐阜県高山市冬頭町から岐阜県高山市国府町金桶に至る延長６．３kmの

バイパスであり、高速アクセス性の向上（観光の周遊性向上）、交通渋滞の緩和、救急医療活動の支援を目的に、

平成２７年１０月に全線開通しました。
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－ ２ －

１．事業概要
（２）計画概要

標 準 断 面 図

起点高山市冬頭町～高山ＩＣ

【土工部（２車線）】【土工部（４車線）】 【橋梁部】 【トンネル部】

高山ＩＣ～終点高山市国府町金桶 単位:m

事業名
一般国道４１号

高山国府バイパス

延長 ６．３ｋｍ

道路規格
第３種第１級（起点 高山市冬頭町～高山ＩＣ）

第１種第３級（高山ＩＣ～終点 高山市国府町金桶）

設計速度 ８０ｋｍ／ｈ

車線数
４車線（起点～高山ＩＣ）
２車線（高山ＩＣ～終点）

都市計画決定 平成３年度

事業化
平成５年度（起点 高山市冬頭町～高山ＩＣ）

平成８年度（高山ＩＣ～終点 高山市国府町金桶）

用地着手年度 平成９年度

工事着手年度 平成１１年度

工事完成年度 平成２７年度

全体事業費 ４５３億円

計画交通量 １８，７００台/日
Ｂ／Ｃ ２．２

終点：高山市国府町金桶

起点：高山市冬頭町

至 富山

至 名古屋

41
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出典：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査
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２．評価の視点

－ ３ －

■東海北陸自動車道の整備進捗にあわせ、沿線4市村の観光入込客数が約３倍に伸びました。さらに、中部縦貫自動車道、高山

国府バイパスの開通により、高速アクセス性、周遊性が高まり、高い観光入込客数を維持しています。

■高山国府バイパス及び高山清見道路の一部区間（高山西IC～高山IC）開通により、高山市方面や飛騨市方面は高速アクセス

性が向上し、観光入込客数や外国人宿泊者数の増加に寄与しています。

（１）事業効果の発現状況

①高速アクセス性の向上（観光の周遊性向上）

○所要時間の変化 ○高山市の観光入込客数の変化
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H6.3 東海北陸道（美濃IC〜美並IC）開通

H12.10 東海北陸道（荘川IC～飛騨清見IC）開通

H16.11 高山清見道路（飛騨清見IC～高山西IC）開通

H19.9 高山清見道路（高山西IC～高山IC）開通
高山国府バイパス1工区：暫定2車線開通

H20.7 東海北陸自動車道全線開通

H27.10 高山国府バイパス1工区：完成4車線開通

<周辺路線の開通状況>
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２．評価の視点

■国道４１号は、高山市～飛騨市を結ぶ唯一の国道であったため交通が集中しており、主要渋滞箇所が２箇所存在していました。

■高山清見道路・高山国府バイパスの開通により、国道158号の交通が分散し、主要渋滞箇所である上岡本町南交差点の渋滞長

が約３．４ｋｍ緩和しました。また、高山国府バイパスの全線開通により、旧国道41号の交通が転換し、1箇所の主要渋滞箇所の

指定が平成２７年度に解除されました。

（１）事業効果の発現状況

②交通渋滞の緩和

－ ４ －

○主要渋滞箇所の最大渋滞長の変化

○旧国道41号の交通量の変化（A断面）

出典：12時間交通量調査結果（開通前：H19.5、開通後：H28.5）

平成26年2月撮影

平成20年2月撮影

開通前：旧国道41号の状況

開通後：旧国道41号の状況
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出典：12時間渋滞長調査結果（開通前：H19.5、開通後：H28.5）
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２．評価の視点

■飛騨地域は、救急出場件数、搬送人員ともに経年的に増加傾向であり、救急活動に対する必要性が高まっています。

■平成２４年５月、第二次救急医療施設（久美愛厚生病院）が高山国府バイパスＩＣ直近に移転し、救急医療活動が向上しました。

■高山国府バイパスの開通と病院の移転により、搬送時間が約５分短縮し、安全・確実な搬送が可能になりました。

（１）事業効果の発現状況

③救急医療活動の支援

○高山国府バイパスの整備と久美愛病院の移転による
３０分カバー圏の拡大

○高山消防管内の救急出場件数と搬送人員

○搬送時間と死亡率の変化（飛騨市役所～久美愛病院への搬送）
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－ ６ －

２．評価の視点

■高山国府バイパスの開通により、旧国道４１号とダブルネットワークが形成されました。

■高山国府バイパス開通後、旧国道４１号では大雨や大雪の影響により５年間で延べ１００時間を超える通行止めが発生しました

が、高山国府バイパスの開通により、高山市～飛騨市間の交通に影響はありませんでした。

（１）事業効果の発現状況

④災害時に強い道路機能の確保

○ダブルネットワークの形成

①H26.8.17
路面冠水による

通行止め

②H26.12.18～21
倒木による
通行止め

写真② 旧国道41号：③同一箇所で8回倒木の発生写真① 旧国道41号：①路面冠水の発生

撮影日：平成26年12月19日撮影日：平成26年8月17日

延べ約８３時間の
通行止めが発生

延べ約５時間の
通行止めが発生

：高山国府BP開通前のルート
：高山国府BP開通後のルート

ダブル
ネットワーク

○全線開通後以降の
旧国道41号での通行規制実績

③H30.9.4～5
通行止め

出典：H25～H30通行止め実績（高山国道事務所、高山土木事務所）

旧国道41号被災時でも、バイパス側はトンネル
部が主であり、雨や雪による災害リスクが少ない

（現状被災事例なし）

写真③ 高山国府トンネル

写真③

写真①

写真②

規制期間 規制種別 規制時間

①H26.8.17
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5時間10分

②H26.12.18～21 83時間00分

③H30.9.4～5 13時間45分

合計 101時間55分
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－ ７ －

３．社会経済情勢の変化

■東海北陸自動車道は、平成２０年７月に全線開通し、平成３１年３月には白鳥IC～飛騨清見IC間が４車線化されました。

■また、平成１９年９月に高山清見道路（飛騨清見IC～高山IC ）、平成２７年１０月に高山国府バイパスが開通しました。

■高山国府バイパスや東海北陸自動車道、高山清見道路の開通以降と整備前を比較して、断面交通量は約８千台／１２ｈ増加し

ました。

①幹線ネットワークの拡充

出典：H11、H17、H22、H27全国道路・街路交通情勢調査
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○社会経済情勢の変化【断面①】



－ ８ －

４．対応方針（案）

（１）今後の事業評価の必要性

■一般国道４１号高山国府バイパスは事業が完了しており、整備目的どおりの効果が発現していることから、今後の事後評価

の必要はないと考えます。

（２）改善措置の必要性

■一般国道４１号高山国府バイパスは、整備目的を達成していると判断できるため、改善措置の必要はないと考えます。

（３）同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

■現時点では、同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直し等の必要性はないと考えます。


